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 1980年代後半から、円高の進行に伴って日本企業の海外進出が進み、日本経済のグローバル

化による産業の空洞化の懸念が繰り返し言われてきた。加えて、97年夏、順調に成長を重ねて

きたアジア経済が金融・経済危機に突入しただけでなく、日本でも金融危機が巻き起こり、よ

うやくバブル崩壊から立ち直った日本経済も再び底の見えない不況へと陥り、失業率は過去最

悪を更新し続けている。 

 連合総研は、労働組合のシンクタンクとして、雇用・賃金の問題について常に関心を持って

きた。特に近年、国際貿易や国際投資等の国際的状況の変化と雇用・賃金問題の関係に注目し

た研究の必要性を感じていた。 

 そこで、1997年春から関口末夫成蹊大学経済学部教授を主査とする「グローバル経済時代の

産業と雇用構造研究委員会」を設置し、国際経済学・労働経済学の専門家、実務家の委員によ

る議論を重ねてきた。 

 本書は、同委員会の最終報告書としてとりまとめたものであり、国際経済学・労働経済学の

幅広い領域についての各委員の専門的な知見および、連合と連合総研が共同で実施した「グ

ローバル経済下の中小企業経営に関する調査」で得られた知見を大いに活用して執筆されたも

のである。読者の皆さんには、不況の暗い雰囲気に萎縮することなく、経済のグローバル化の

積極面を読みとっていただければ幸いである。また、本書が経済のグローバル化の中で日夜努

力を重ねておられる中小企業の皆さんにとっても励ましとなることを願ってやまない。 
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